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冬の清津峡
　雪のr白」と岩壁のr黒」。雪が真っ白なせいか、

岩壁が青黒く見え、川の流れる音が岩壁で反射され、

大きく、荒々しく、そして冷たく響いています。

　冬の清津峡は、モノクロの世界。

　まるでその場所だけ時間が止まっているような、

不思議な空間でした。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

．
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
昨
年
の

秋
に
は
、
四
期
臼
の
村
長
選
に
立
候
補
さ
せ
て

頂
き
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
頂
き
、
お
陰

様
に
て
再
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
つ

に
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
情
に
対
し
て
、
心
か
ら
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
真
剣
に

村
政
に
取
り
組
み
、
ご
恩
に
報
い
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
九
月
十
一
日
の
テ
ロ
に
よ

る
ビ
ル
爆
破
事
件
を
は
じ
め
、
イ
ン
ド
の
大
地

震
や
国
内
外
に
白
然
災
害
、
人
災
が
た
く
さ
ん

起
き
、
忘
れ
え
ぬ
年
と
な
り
ま
し
た
。
ア
フ
ガ

　
ニ
ス
タ
ン
の
戦
乱
が
一
刻
も
早
く
終
わ
り
、
平

和
の
く
る
こ
と
を
心
か
ら
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の
影
で
、
人
々
の
努

力
に
よ
る
明
る
い
で
き
ご
と
も
あ
り
ま
し
た
。

月
2
A
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
成
功
、
マ
ラ
ソ

中
里
村
長

山
本
茂
穂

ン
の
高
橋
尚
子
選
手
や
野
球
の
イ
チ
ロ
ー
選
手

の
活
躍
、
野
依
良
治
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

受
賞
、
十
日
町
高
校
の
甲
子
園
初
出
場
、
皇
太

子
妃
雅
子
様
の
新
宮
様
ご
誕
生
な
ど
で
す
。
一

方
十
の
月
に
は
、
真
島
参
議
院
議
員
が
お
亡
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
。
春
に
選
挙
で
大
勝
さ
れ
、

喜
び
も
束
の
問
、
先
生
の
ご
愈
念
を
お
察
し
い

た
し
、
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
先
生

は
、
国
道
三
五
三
号
線
新
ト
ン
ネ
ル
開
削
期
成

同
盟
会
の
会
長
ご
就
任
を
は
じ
め
、
大
変
お
せ

話
に
な
り
ま
し
た
。
「
愛
郷
無
限
」
を
座
右
の
銘

と
さ
れ
、
国
土
発
展
に
尽
く
さ
れ
燃
え
尽
き
ま

し
た
。
今
後
、
私
た
ち
も
郷
土
発
展
の
た
め
「
愛

郷
無
限
」
の
精
神
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
日
々
を

送
り
た
い
も
の
で
す
。
申
里
村
を
は
じ
め
、
妻

有
地
域
の
限
り
な
い
発
展
と
、
皆
様
方
の
ご
健

勝
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
新
年
頭
初
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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人
と
轟
と
の
長
0
⊃
つ
き
あ
の

　
馬
が
最
初
に
家
畜
化
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
五

千
年
ほ
ど
前
の
中
央
ア
ジ
ア
で
の
こ
と
。
以
来
、

人
や
荷
を
運
ん
だ
り
、
物
を
ひ
っ
ぱ
っ
た
り
、
農

耕
を
助
け
た
り
、
戦
場
で
働
い
た
り
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
、

そ
の
国
や
地
域
に
大
昔
か
ら
い
る
馬
を
門
在
来
馬
」

と
呼
び
ま
す
が
、
日
本
で
は
現
在
、
北
海
道
、
長

野
、
宮
崎
、
沖
縄
な
ど
に
計
八
種
類
が
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
馬
の
祖
先
が
、
い
つ
ご
ろ
、
ど
う
い
う

ル
ー
ト
で
日
本
列
島
に
渡
っ
て
き
た
の
か
は
、
ま

だ
は
っ
き
り
分
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

縄
文
・
弥
生
時
代
に
は
、
役
割
は
は
っ

き
り
し
な
い
な
が
ら
、
馬
が
す
で
に

家
畜
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
た
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葱

欝
舞
雛
講
橋
藩
勲
年

究
　
　
　
　
　
今

　
馬
は
、
古
典
に
も
し
ば
し
ば
登
場

し
ま
す
。
最
古
の
歌
集
と
い
わ
れ
る
－
万

葉
集
」
に
は
、
馬
を
詠
ん
だ
歌
が
八
十
首

近
く
あ
り
、

れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
柿
本
人
麻
呂
の
歌
。

　
山
科
の
木
幡
の
山
を
　
馬
は
あ
れ
ど

　
歩
ゆ
吾
が
来
し
　
汝
を
念
ひ
か
ね

　
門
私
に
は
馬
が
あ
る
が
、

耐
え
か
ね
て
、

た
の
で
す
」
と
い
う
恋
歌
で
す
。

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
馬
圃
士
を
遠
蟄
競
わ
せ
る

行
事
は
、
走
馬
、
競
馬
な
澄
悪
い
っ
て
、
奈
良
時

代
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
だ
。
特
に
端
午
の
節
旬

く
五
月
五
日
）
の
競
馬
は
恒
例
懸
、
と
き
の
天
皇
が

臨
観
し
た
と
の
記
録
が
残
っ
驚
恥
蜜
す
。

　
現
代
で
は
、
競
馬
と
い
難
ぽ
離
ラ
ブ
膨
ッ
ド
。

よ
ゆ
速
く
走
る
よ
う
に
と
、
晶
種
改
良
を
重
ね
で

つ
く
ゆ
あ
げ
ら
れ
た
馬
で
ず
。
た
て
溺
み
を
癒
び

か
せ
て
走
る
姿
は
、
「
走
る
芸
術
晶
」
と
拠
わ
舞
る

だ
け
あ
っ
て
、
ほ
れ
ぽ
れ
と
ず
る
美
し
さ
で
ず
。

　
ハ
方
で
－
馬
の
耳
に
念
仏
」
－
馬
騨
東
嵐
臨
澄
．

無
反
応
、
役
立
た
ず
の
代
表
の
よ
う
に
い
わ
胸
る

　
　
　
馬
の
耳
。
私
た
ち
潜
何
気
な
く
使
っ
て
し

馬
が
貴
重
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
を
思
う
心
に

　
　
　
　
　
　
山
科
の
木
幡
の
山
道
を
歩
い
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
麻
欝
の
よ
う

に
宮
廷
仕
え
す
る
階
級
の
人
が
馬
を
所
脊
で
き
だ

こ
と
が
分
り
ま
す
。

『
透
畜
芸
術
讐
橘
の
琢
に
憲
仏
』

　
馬
と
聞
く
と
真
っ
先
に
競
馬
を
連
想
さ
れ
る
方

う
諺
で
す
が
、
こ
れ
は
誤
解
と
考
え

て
よ
さ
そ
う
で
ず
。

　
馬
の
耳
は
、
前
方
に
あ
る
物
の

距
離
を
測
る
な
ど
、
優
れ
た
機
能

を
も
っ
て
い
ま
す
。
菊
馬
の
騨
に
念

仏
臨
は
、
悠
然
謹
し
挺
馬
の
姿
が

ら
蓮
想
さ
れ
滝
も
の
な
の
で
し
ょ
う

、
馬
に
と
っ
て
は
迷
惑
な
話
餐
す
ね
。

　
　
　
　
馬
は
、
人
闇
の
願
鱒
ざ
と
に
も
関
係
溺

あ
頓
ま
す
。
そ
う
、
絵
馬
で
ず
。
そ
の
昔
、
神
に

祈
願
し
て
か
癒
え
ら
れ
驚
澄
き
、
神
馬
澄
す
る
よ

う
に
馬
を
献
納
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
貧
し
い
民

は
馬
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
癒
い
の
で
、
代
わ
⑳

に
馬
の
絵
を
描
鱒
瀧
ゆ
、
馬
の
形
に
作
っ
た
木
片

を
献
建
だ
頓
し
ま
し
た
、
そ
就
が
絵
馬
の
始
ま
紛

だ
と
撚
わ
れ
て
い
ま
す

　
午
隼
の
今
年
も
襲
た
、
神
社
に
は
た
く
さ
ん
の

絵
馬
潔
献
納
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
年
を
健

康
に
、
無
事
過
ご
響
ま
す
よ
強
に
、
ぞ
移
で
撞
界

に
平
和
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
と
．
懸
が
ら
願
わ
講

に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　　　　　『高齢者円滑入居賃貸住宅の登録・閲覧制度』
　　　　　　　　　　　　　　　『家賃債務保証制度』

愈轟録・閲覧制廉
　高齢者の方が安心・円滑に入居できる賃貸住宅の情報を広く入手できるようになりました1

．■登録

・賃貸住宅の貸主は、都道府県知事又は各都道府県の指定登録機関に、高齢者の方が安心・円滑に入居できる賃

　貸住宅（高齢者円滑入居賃貸住宅）の登録を申請することができます。

■閲覧

・登録情報は、都道府県又は都道府県の指定登録機関の窓口及びそのホームページで、誰でも見ることができ

　ます。また、高齢者居住支援センターのホームページを見ることによって、登録情報の閲覧も可能です。

傘家賃傭務保証制度
　登録住宅の貸主、入居を希望する高齢者が利用できる制度です。

■貸主側が最初に行う手続き

・高齢者居住支援センターと基本約定を締結していただきます。

■保証利用希望の際の手続き

・入居申込みの際に、同時に、貸主（管理業者）を通じて高齢者居住支援センターに家賃債務保証の申込みをし

　ていただきます。

・高齢者居住支援センターが月額家賃の6ヶ月を限度に家賃の支払い債務を保証いたします。

・月額家賃の35％に相当する額を、2年間分の保険料としてお支払いいただきます。

◆登録・閲覧に関するお問い合わせは下記まで

　〒950－8570新潟市新光町4－1　新潟県土木部都市局都市政策課　励025－280－5427

平成14年／月10日広報：なかさと3
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12
月
2
1
日
㈹
、
中
里
保
育
園
に
子

ど
も
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
い
っ

ぱ
い
は
い
っ
た
袋
を
抱
え
て
、
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
火
の
灯
し
た
キ
ャ
ン

ド
ル
の
神
秘
的
な
光
に
、
願
い
ご
と

や
誓
い
を
祈
り
、
一
斉
に
吹
き
消
す

と
、
鈴
の
音
が
聞
こ
え
始
め
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
ソ
ワ
ソ
ワ
し
始
め
、

大
き
な
袋
を
抱
え
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
姿
を
見
せ
る
と
、
子
ど
も
た
ち

は
手
を
つ
な
ぎ
、
飛
び
跳
ね
て
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
一
人
一

人
手
渡
し
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
う

と
、
子
ど
も
た
ち
は
「
あ
り
が
と
う
」

と
元
気
に
こ
た
え
、
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
サ
ン
タ
さ
ん
に
み
ん
な

で
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。

　
よ
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
の
か
、
サ

ン
タ
さ
ん
が
帰
っ
た
後
で
も
、
子
ど

も
た
ち
は
笑
顔
が
絶
え
ず
、
サ
ン
タ

さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

う
れ
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
1
3
年
1
2
月
n
日
㈹
、
ユ
ー
モ

ー
ル
2
階
大
ホ
ー
ル
で
『
第
0
回
N

A
K
A
S
A
T
O
音
楽
祭
』
が
行
わ

れ
、
中
学
生
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
吹
奏

楽
・
ロ
ッ
ク
、
箏
、
リ
コ
ー
ダ
i
、

土
笛
、
コ
ー
ラ
ス
等
、
い
ろ
い
ろ
な

楽
器
と
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
に
、
会
場

に
集
ま
っ
た
約
1
5
0
人
の
人
達
は

盛
り
上
が
り
、
そ
し
て
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
舞
台
裏
で
は
、
演
奏
者
の
人
た
ち

は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
出
番
を
待
ち
、

出
番
が
終
わ
っ
た
人
た
ち
は
安
堵
と

満
足
感
で
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
音
・
パ

フ
オ
ー
マ
ン
ス
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ

1
、
伝
統
の
旋
律
。
演
奏
者
・
傍
聴

者
、
ど
ち
ら
も
楽
し
み
、
元
気
に
な

っ
た
音
楽
祭
で
し
た
。
．

灘
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平
成
1
3
年
1
2
月
1
3
日
㈲
林
屋
旅
館

で
、
中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会
1
5
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
長
年
、
社
会
福
祉
に

貢
献
さ
れ
た
個
人
1
3
名
・
団
体
1
団

体
に
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
に
温
か
い
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
方
々
は
次
の
通
り

で
す
。

◆
個
　
人

・
前
社
協
会
長
　
鈴
木
敏
雄
さ
ん

・
理
事
斎
喜
正
甫
さ
ん

・
元
相
談
員
　
　
山
田
虎
次
郎
さ
ん

・
評
議
員
　
広
田
利
雄
さ
ん

・
評
議
員

・
評
議
員

・
評
議
員

・
評
議
員

・
評
議
員

・
評
議
員

・
評
議
員

・
元
社
協
職
員

・
前
社
協
職
員

◆
団
　
体

山
田
定
男
さ
ん

羽
鳥
マ
サ
さ
ん

山
田
惣
一
郎
さ
ん

藤
田
美
代
子
さ
ん

村
山
貫
一
さ
ん

高
橋
農
平
さ
ん

南
雲
　
　
悦
さ
ん

桑
原
国
弘
さ
ん

江
ロ
ツ
ヤ
さ
ん

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会

　
表
彰
の
後
、
『
2
1
世
紀
の
新
し
い
社

会
福
祉
と
課
題
』
と
題
し
、
新
潟
県

社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事
事
務
局

長
、
村
松
洋
男
さ
ん
の
記
念
講
演
が

　
1
2
月
2
1
日
働
、
年
末
の
交
通
事
故

防
止
運
動
の
一
環
と
し
て
、
役
場
前

国
道
で
、
十
日
町
警
察
、
交
通
安
全

協
会
、
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
が
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
く
も
り
止
め
等
を
配

り
な
が
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
た
ち

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
歳
末
警
戒
も
行
わ
れ
、
田

沢
・
倉
俣
地
区
の
防
犯
協
会
の
人
た

ち
も
協
力
し
て
村
内
の
飲
食
店
を
回

り
、
チ
ラ
シ
と
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
り

な
が
ら
飲
酒
運
転
の
追
放
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
雪
が
降
る
と
視
界
が
悪
く
な
り
、

さ
ら
に
路
面
も
凍
り
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
の
方
は
、
余
裕
を
持
っ
た
ブ
レ

ー
キ
ン
グ
・
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ

y
つ
。

あ
り
、
そ
の
中
で
村
松
さ
ん
は
、
「
自

分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
。
で
き

な
い
部
分
を
補
う
の
が
福
祉
。
」
と
述

べ
、
被
介
護
者
の
自
立
を
促
が
す
介

護
と
精
神
的
な
介
護
の
重
要
さ
を
語

り
ま
し
た
。

粥
晦｝融脚駈

灘
魏
、

　
1
月
6
日
㈲
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

中
里
村
消
防
団
員
、
消
防
署
南
分
署

職
員
ら
約
1
0
0
名
が
集
ま
り
「
平

成
1
4
年
消
防
出
初
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
訓
辞
で
山
本
村
長
は
「
防
災
は
村

民
一
人
一
人
注
意
の
目
を
持
つ
こ
と

が
必
要
。
本
年
こ
そ
、
事
故
・
火
災

が
な
い
よ
う
、
と
も
に
努
力
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
」
と
語
り
、
消
防
団
員

を
激
励
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
総
合
セ
ン
タ
i
前
駐
車

場
で
、
南
分
署
職
員
に
よ
る
放
水
訓

　
す
っ
か
り
雪
景
色
に
な
っ
て
い
た

12

月
1
3
日
㈲
に
、
倉
俣
保
育
園
か
ら

奇
妙
な
お
客
さ
ん
が
来
て
い
る
と
の

連
絡
を
受
け
、
倉
俣
保
育
園
裏
に
行

っ
て
み
る
と
、
『
ヘ
ビ
（
シ
マ
ヘ
ビ
）
』

，
が
2
匹
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ヘ
ビ
と
い
え
ば
昨
年
の
干
支
で
、

園
児
た
ち
と
最
後
ま
で
い
っ
し
ょ
に

い
ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
出
て
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ヘ
ビ
は
、

天
気
の
い
い
日
に
は
決
ま
っ
て
出
て

練
が
行
わ
れ
、
き
び
き
び
と
し
た
動

き
に
、
見
守
っ
て
い
た
消
防
団
員
か

ら
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

く
る
ら
し
く
、

か
ら
見
守
り
、

そ
う
で
す
。

　
粥

難
窯

　
纏

　灘難

園
児
た
ち
は
、
遠
く

か
わ
い
が
っ
て
い
る

灘
蕊

平成14年1月10日広報なかさと5



かんきめ だめ 山崎配水池増股工事完成

　平成12年～13年度の2年間にかけて建設を

進めてきました山崎配水池の増築工事が竣工

し、平成13年12月15日（土）から供給開始しまし

た。

　これまでの配水池容量は324t／日（S40新

設162t・S54増設162t）でしたが、その脇

に新しく増設した山崎配水池容量は500t／日

で、合わせて配水池能力824t／日の施設とし

て整備されました。

　増設配水池容量は、計画給水人口以外に、

消火用水の確保、水質事故等異常時にも対応

できる容量で年末年始、お盆の一時的帰省に

よる人口増加も考慮しています。

　今後、下水道等の普及化による水利用は益々

増えると思われますが、先を見越した施設で

今まで以上に安定した水道水を供給すること

ができます。

◆総工事費

　9，307万9，058円

　
築
装
託
費

腱
計
委
経

　
躯
　
　
他

訳
池
気
計
の

　
水

内
配
電
設
そ

◆

52，613，400円
31，150，350円
　6，457，500円
　2，857，808円

く
増
設
配
水
池

▲内部配管室

▲管理システム機器

図

通
信
ケ
ー
ブ
ル

500t
送氷

162t

水源

　役場
管理システム

162t

醒
氷

6



　　　　　懇図ぽ確認醗羅欝馨齢馨鱗鰹織難継②
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

轟蟻　一　総派鋤翻義鑓・姦霊顯鑛～
灘雛霧膨雛灘霧麟纏難鑛灘難雛簸＿灘＿、雛灘雛灘　翻灘．霧　鵜　　灘霧難霧鑛辮雛灘難鑛一難難難一灘㌶

磯印鑑を登録したい〃

Q．登録できないハンコってあるの？

A．次にあてはまるものは登録できません。

　1．氏名以外の事項を表しているもの

　2．ゴム印など変形しやすいもの

　3．図の斜線部分にあてはまらないもの

　4．印影をはっきりとあらわせないもの

、5．その他適当でないと認めたもの

●注意〃

8mm

25mm

三文判はあなた以外の方も同じハンコを持っています．悪用されることもあります

ので、なるべくさけてください。

①ご本人が窓口にこられる場合

　……下記の2つを持ってきてください。

　　、1．登録する印鑑

　　　2．身分を証明できるもの（官公署発行の顔写真つきのもの．例えば運転免許証、パスポートなど）

　　　※ない場合は、村職員証言もしくは保証書が必要です。

②ご本人が窓口にこられない場合

　……その日に登録することはできません〃　ご本人の登録意思を確認するため、ハガキで照会し

　　ます。急ぐときはあらかじめご連絡ください。

命印鑑証明がほしい〃

……印鑑登録証を持ってきていただければ発行

　いたします。人に頼む場合も印鑑登録証が

　必要です。

※登録証がなければお出しできません。ご了承ください。

7 広報なかさと 平成14年1月10日



地
球
環
境
米
米
7
オ
一
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
米
は
地
球
を
救
う
～

　
今
年
、
十
日
町
地
域
広
域
6
市
町
村

を
会
場
に
。
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ

ム
h
妻
有
」
と
い
う
、
、
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
高
円
宮
憲
仁
殿
下
が
提
唱
者
と
な
っ

て
始
め
ら
れ
た
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

稲
作
農
業
の
根
底
に
あ
る
。
と
も
に
生

き
る
」
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
．
日

本
に
在
住
す
る
世
界
約
7
0
力
国
の
大
使

館
関
係
者
か
ら
こ
の
圏
域
に
来
て
い
た

だ
き
、
地
元
の
方
々
と
一
緒
に
田
植
え
、

　
　
　
．
灘

　
　
　
難
．
難

　
　
　
灘

　
　
　
　羅

鍵
難
黙

覇
灘

難
．
耀
簸
婦
犠
撒 稲

刈
り
の
体
験
を
し
な
が
ら
国
際
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
こ
の
士
地
で
生
ま
れ
た
、
日
本

　
一
美
味
し
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
世
界
に
発

信
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
　
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
第

1
回
目
が
1
9
9
9
年
に
石
川
県
輪
島

市
の
千
枚
田
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
2

0
0
0
年
に
は
北
海
道
深
川
市
の
大
ほ

場
で
第
2
回
目
が
、
昨
年
は
滋
賀
県
の

北
び
わ
こ
地
域
で
第
3
回
目
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
第
4
回
目
と
な
る
今
年
は
、
越
後
妻

有
地
域
を
舞
台
に
「
豪
雪
の
中
で
生
ま

欝
鷲
羅

れ
た
日
本
一
お
い
し
い
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

中
里
村
で
は
．
『
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

前
の
田
ん
ぼ
』
が
、
春
と
秋
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
田
植
え
・

稲
刈
り
会
場
と
な
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

葺
8
H
＼
≧
≦
≦
●
①
〇
三
〇
q
O
－

　
δ
⊂
ヨ
①
ユ
む
＼
天
○
ヨ
①
δ
∋
①

麟
1
年
間
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜

田
植
え
会
場
　
中
里
村
　
　
『
ミ
オ

　
ン
な
か
さ
と
前
の
田
ん
ぼ
』

内
　
容

　
各
国
の
大
使
館
関
係
者
と
そ
の
家
族

　
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
こ
の
圏

　
域
の
子
供
た
ち
や
、
一
般
の
方
た
ち

　
と
共
に
田
植
え
を
体
験
し
ま
す
。

　
大
使
館
関
係
者
は
全
員
地
元
（
6
市

　
町
村
）
の
民
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

　
し
て
、
地
元
の
生
活
を
体
験
し
て
も

　
ら
い
ま
す
。

　
参
加
者
総
数
は
、
／
、
O
O
O
人
を

　
予
定
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
　
東
京
で
開
催

内
　
容
　
環
境
保
全
・
食
と
健
康
・
国

　
際
協
力
・
伝
統
文
化
の
視
点
か
ら
、

　
米
・
稲
作
・
農
業
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

　
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

粥
贈
鍛

稲
刈
り
会
場
　
香
と
同
じ
『
ミ
オ
ン
な

　
か
さ
と
前
の
田
ん
ぼ
』

内
容
香
と
同
じ
参
加
者
（
大
使
館

　
関
係
者
・
一
般
・
子
供
た
ち
）
を
中

　
心
に
、
自
分
た
ち
が
植
え
た
稲
を
刈

　
り
取
り
ま
す
。
大
使
館
関
係
者
は
春

　
と
同
じ
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
四

　
季
の
違
い
を
体
験
し
て
も
ら
う
と
と

　
も
に
．
よ
り
一
層
の
交
流
を
図
っ
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
種
も
み
引
渡
し
式

冬
蟹
実
施

引
渡
し
式
会
場
　
東
京
で
開
催

内
容
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
締
め
く
く
り

と
し
て
、
収
穫
し
た
種
も
み
を
次
回

開
催
地
の
代
表
者
へ
手
渡
す
セ
レ
モ

一
一
1
を
実
施
し
ま
す
。

　
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
7
0
力

国
の
在
日
大
使
館
関
係
者
が
越
後
妻
有

に
訪
問
し
、
各
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
な
が
ら
、
春
の
田
植
え
と
秋
の
稲

刈
り
を
地
一
兀
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
行
い
、

越
後
妻
有
の
生
活
文
化
や
稲
づ
く
り
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
事
務

局
で
は
、
大
使
館
関
係
者
を
受
け
入
れ

て
い
た
だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

交
流
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
》

・
1
軒
の
家
に
ー
カ
国
づ
つ
宿
泊
し
ま

　
す
。
人
数
は
2
名
程
度
で
す
。

・
香
と
秋
は
同
じ
国
の
人
が
宿
泊
し
ま

　
す
。

・
事
前
に
宿
泊
す
る
国
の
情
報
は
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。
受
入
国
は
事
務
局
側

　
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
各
国
の
外
交
官
は
英
語
が
話
せ
ま
す
。

・
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
春
秋
と
も
2

　
日
間
、
大
使
館
関
係
者
の
方
々
と
共

　
に
行
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
要
件
　
十
日
町
地
域
に
お
住
ま
い
の

　
方
。

◆
申
込
み
先
　
中
里
村
役
場
企
画
観
光

　
課
　
盈
6
3
－
3
／
／
／
　
又
は
各

　
市
町
の
企
画
担
当
窓
ロ

◆
締
め
切
り
　
2
月
2
0
日
㈱

　
（
予
定
国
数
は
十
日
町
2
0
力
国
、
町

　
村
／
0
力
国
程
度
を
予
定
し
て
い
ま

　
す
。
）

《
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》

・
交
通
実
費
等
を
支
給
し
ま
す
。

◆
要
件
　
日
常
英
く
云
話
の
で
き
る
方

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
中
里
村
役
場
企
画
観
光
課
（
盈
6
3
1

　
3
1
／
／
）
ま
た
は
十
日
町
地
域
広

　
域
事
務
組
合
企
画
振
興
課
（
E
2
5

　
7
1
5
7
1
2
6
3
7
）

◆
締
め
切
り
　
2
月
2
0
日
㈱

　
せ
っ
か
く
の
生
き
た
国
際
交
流
の
機

　
く
云
で
す
。
国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る

　
方
や
中
高
生
の
お
子
さ
ん
の
い
る
ご

　
家
庭
な
ど
皆
様
か
ら
の
積
極
的
な
ご

　
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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こ
ん
麟
季
篤
麟
理
麟
い
か
が
で
す
か

◆
作
り
方

①
大
豆
は
如
で
て
お
く

②
干
し
ひ
じ
き
は
水
で
良
く
戻
し
、
さ
っ
と
如
で
て
水
分
を
良
く
切
っ
て
お
＜
。

③
焼
き
豚
￥
チ
ー
ズ
、
き
ゅ
う
り
は
8
m
m
＜
ら
い
の
さ
い
の
目
に
切
る
。

④
①
②
③
の
材
料
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
コ
シ
ョ
ウ
少
々
を
振
り
か
け
、
さ
っ
く
り

　
と
和
え
る
。

⑤
器
に
サ
ラ
ダ
菜
を
し
き
、
④
を
盛
り
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
半
（
刀
に
切
っ
た
も
の

　
を
乗
せ
て
出
来
上
が
り
。

★
＃
ノ
川
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ホ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

．
大
豆
は
ひ
と
晩
塩
水
（
O
・
5
％
く
ら
い
）
に
つ
け
て
お
く
と
、

　
皮
が
は
が
れ
に
く
い
で
す
。

如
で
た
時

◆
「
ま
め
サ
ラ
グ
」
に
つ
い
て
＝
－
目

．
若
い
人
に
も
好
ま
れ
る
一
品
で
す
。
ム
フ
回
は
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
和
え
ま
し
た
が

　
自
分
好
み
の
特
製
ソ
ー
ス
で
和
え
る
と
、
ま
た
違
っ
た
味
が
楽
し
め
ま
す
。

．
大
豆
は
一
度
に
た
く
さ
ん
如
で
て
、
小
パ
刀
け
し
冷
凍
保
存
し
て
お
く
と
手
軽

　
に
調
理
で
き
ま
す
。
ま
た
、
黄
大
豆
で
も
良
い
の
で
す
が
、
緑
大
豆
は
甘
味
、

　
風
味
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
お
い
し
い
で
す
。

こ
ぶ
し
会

　
井
ノ
川
洋
子
さ
ん
（
田
中
）

◆
「
ま
め
サ
ラ
グ
』
の
材
料

・
如
で
緑
大
豆
…
…

・
焼
き
豚
…
…
…
…

・
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ

・
干
し
ひ
じ
き
…
…

・
き
ゅ
う
り
…
…
…

・
ミ
ニ
ト
マ
ト
…
…

・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
…
…

・
サ
ラ
ダ
菜
…
…
…

・
コ
シ
ョ
ウ
…
…
…

　
（
4
人
分
）

…
2
0
0
9

…
…
…
6

0
9

…
…
…
6
0
9

…
…
…
5
9

…
…
…
／
本

…
…
…
4
個

…
大
さ
じ
3

…
…
…
適
宜

…
…
…
少
々

入
学
簗
備
金
・
奨
学
金

貸
付
申
選
濃
受
鶯

　
村
で
は
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
高
等
学
校
以

上
の
学
校
入
学
者
の
皆
さ
ん
に
入
学

準
備
金
の
貸
付
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。　

入
学
準
備
金
、
奨
学
金
と
も
無
利

息
で
手
続
き
も
簡
単
で
す
。
貸
付
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
期
限
内
に
申
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
期
間

　
1
月
裕
日
困
～
3
月
1
5
日
㈹

◆
申
込
み
資
格

　
村
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
村

　
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

《
蝶
鎌
難
傭
叢
継
金
観

◆
貸
付
金
額

・
高
等
学
校
2
0
万
円
以
内

・
高
等
専
門
学
校
　
3
0
万
円
以
内

顔
ヤ
イ
ル
ド
シ
書
ト

　
　
　
　
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　
国
塗
交
通
省
と
そ
の
認
籍
法
戴

翻
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
i
憲
ぽ
、

鶉
チ
ヤ
イ
ル
繕
シ
ー
ト
ア
セ
ス
欝

ン
欝
』
を
公
表
し
ま
じ
た
。

　
矧
チ
ャ
イ
ル
欝
シ
ー
ト
ア
セ
ス

欝
ン
ト
臨
の
パ
ン
フ
膨
ツ
ド
は
、

講
販
の
雛
ヤ
イ
鐵
欝
シ
ー
ト
の
う

ち
誰
製
晶
健
つ
撚
て
、
前
面
衝
突

・
専
修
学
．
校
3
0
万
円
以
内

・
大
　
　
学
4
0
万
円
以
内

◆
据
置
期
間
　
1
年

◆
返
済
期
間
　
4
0
ケ
月
以
内
．

《
奨
難
叢
懲
糞
彰

◆
貸
付
金
額

・
高
等
学
校
1
万
円

・
高
等
専
門
学
校
　
2
万
円

・
専
修
学
校
2
万
円

・
大
　
　
　
　
学
　
3
万
円
』

◆
貸
付
期
間

　
貸
付
開
始
の
月
か
ら
正
規
の
修
業

　
期
間
が
終
了
す
る
月
ま
で

◆
据
置
期
間
　
6
ケ
月
間

◆
返
済
期
間

　
貸
付
期
冊
の
5
倍
に
相
当
す
る
期

　
　
　
　
　
　
1

　
間
内

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

　
盈
6
3
－
4
4
6
0
・
4
4
7
8

識
験
謹
使
翔
僅
評
糊
試
験
謹
契
施

膿
難
結
築
健
蓼
騨
憲
掲
載
膿
驚
騨

編
灘
蘇
。
諜
蓬
．
灘
蕪
羅
雑
欝
鎌
ー

懸
の
韮
麟
騨
撰
撚
叢
等
鷹
闘
載
愚

構
報
健
つ
騎
誕
慰
．
灘
麟
毯
薫
鵜

載
し
驚
憐
ま
鎌
、

◆
闘
含
慧
先

　
長
岡
霞
動
箪
検
養
登
録
難
務
灘

　
検
査
部
闘

　
饗
◎
建
5
瑠
i
鯉
ー
灘
諜
醗
灘

平成14年1月10日広報なかさと9



囹國囹国

國…　臥　‘目　1．　　目目～W』ite　Season～

腱んぽん蓬⑩朗0鋼越後掻陵饗園杯

◆開催日　2月11日㈱　受付：11時30分～

　　　　　　　競技：12時30分～14時
◆内　容　自分の体をソリにして、スピードとパフオーマンスを競う。

　　　・1チーム2名以上　　・タイムと芸術点を競います。

　　　・既存のソリを使わずに自分の体をソリにします。

　　　・参加費1名200円（保険料含む）

璽灘撚一警融鋤撫欝膨灘繋儀験魍

◆日　時　2月9日出～2月11日㈱　　10時～12時／12時～15時

◆参加費　1名様200円／回

◆内　容　雪原をS時や8の字走行するスノーモービルが3連のゴムボート

　　　を引っぱります。

猛雪遊びコーナ鯛

◆日時2月9日出～2月11日㈱　10時～12時／12時～15時
◆参加費　無●料

◆内　容　雪玉ストラツクアウト、宝探しゲーム、ディスクゴルフ体験など

璽雪中ファミ黎一キャンプ参加者募集糊

◆開催日時　2月23日出10時～2月24日（日）正午

◆会　場　雪原内特設会場（※申込者が30名未満の場合中止します）

◆定員100名
◆参加費　高校生以上2，000円　小・中学生1，000円、

◆申込み　2月11日㈱まで　10時～16時

※※上記に関するお問い合わせは※※

越後公園管理センター　業務課企画係　盈（0258）47－8002

石澤衣月ちゃん（1歳）⑨
裕樹さん・華織さん夫妻の長女（荒屋）

お兄ちゃんが大好きな衣月ちゃん。

毎日一緒に遊んでは、ケンカしての

繰り返しです。

そして高い所が大好き。特に洗濯

機の上がお気に入りらし＜、どんな

に泣いていても．洗濯機の上に乗せ

ると泣き止み、いい子にしているそ

うです。

今は雪道を歩けるように、長靴で

の歩く練習をしています。

お母さんは、そんな衣月ちゃんに￥

rケガをしない論、元気に育ってね。」

　
細
分
は
注
意
報
・
警
報

行
い
ま
す
。
天
気
予
報
は

ど
お
り
、
上
・
中
・
下
越

・
佐
渡
の
4
区
分
で
発
表

し
ま
す
。

◆
細
分
の
効
果

　
梅
雨
前
線
に
よ
る
集
中

豪
雨
の
場
合
、
例
え
ば
下

越
全
域
で
同
時
に
大
雨
と

な
る
こ
と
は
少
な
く
、
大

雨
の
区
域
は
時
間
経
過
と

共
に
移
動
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
雷

雲
に
よ
る
大
雨
の
場
合
は
、

狭
い
範
囲
に
集
中
し
て
降

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
局
地
性
の

強
い
現
象
や
、
時
間
を
追

注意報・警報発表区域と名称

（太実線は上・中・下越の境界）

　　　　　グ

長岡地域

上越東頸城地域　　柏崎地域

糸魚川地域

團
新井頸南地域　　十日町地域

画
新発田地域

五泉地域

　　三条地域
　小出地域

　画
六日町地域

　　　…噂1431日
魯　 ム

新
潟
鍛
織
灘
慧
報
・
警
報

発
表
鐵
繊
繊
鞭
灘
化
に

つ
い
て
、

　
現
在
、
注
意
報
・
警
報
は
、
上
・

中
・
下
越
・
佐
渡
の
4
区
分
で
発
表
、

解
除
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
効

果
的
な
防
災
活
動
に
役
立
て
て
頂
く

た
め
、
区
分
の
細
分
化
を
行
い
ま
す
。

◆
細
分
の
内
容

　
広
域
市
町
村
圏
を
基
本
に
、
上
・

中
・
下
越
を
1
3
の
地
域
に
細
分
し
ま

一
　
　
〇

っ
て
警
戒
を
要
す
る
区
域
が
変
化
す

る
よ
う
な
現
象
に
対
し
て
は
、
細
分

し
て
の
発
表
や
解
除
が
有
効
で
す
。

◆
細
分
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

　
「
乾
燥
」
な
ど
広
域
で
発
生
す
る

現
象
や
、
防
災
機
関
の
体
制
準
備
の

た
め
、
早
め
に
発
表
す
る
場
合
な
ど
、

細
分
せ
ず
に
、
現
行
形
式
で
発
表
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
実
施
目

　
注
意
報
・
警
報
の
細
分
発
表
、
解

除
は
、
平
成
1
4
年
3
月
1
日
1
5
時
に

開
始
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

　
本
件
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
新
潟
地
方
気
象
台
予
報
課
ま
で
。

　
E
O
2
5
1
2
4
4
－
1
7
0
5

10



躍闘闘響

妻
有
福
祉
糞

　
　
　
　
　
　
施
設
叢
募
集

　
平
成
1
4
年
4
月
1
日
付
採
用
の
施

設
長
を
募
集
し
ま
す
。

◆
職
　
種

　
精
神
保
健
福
祉
施
設
エ
ン
ゼ
ル
妻

　
有
施
設
長

◆
人
　
員
　
1
名

◆
受
験
資
格

・
平
成
1
4
年
4
月
1
日
現
在
に
お
い

　
て
満
57
歳
か
ら
6
2
歳
の
者

・
精
神
保
健
福
祉
に
5
年
以
上
従
事

　
し
た
経
験
を
有
す
る
か
ま
た
は
同

　
等
以
上
の
能
力
を
有
し
、
施
設
を

　
適
切
に
管
理
運
営
す
る
能
力
が
あ

　
っ
て
採
用
条
件
を
満
た
す
者

◆
採
用
条
件
等

　
自
動
車
運
転
普
通
免
許
を
有
し
、

　
広
域
6
市
町
村
在
住
で
通
勤
可
能

　
な
者

◆
給
与
・
勤
務
条
件
な
ど

・
年
収
約
3
0
0
万
円

・
満
64
歳
の
年
度
末
ま
で
採
用

◆
勤
務
場
所

　
社
会
福
祉
法
人
妻
有
福
祉
会
の
精

　
神
保
健
福
祉
施
設
エ
ン
ゼ
ル
妻
有

◆
採
用
試
験
日
　
2
月
1
7
日
㈲

　
合
格
発
表
は
2
月
中
旬

◆
試
験
内
容
　
面
接
試
験

◆
申
込
み
締
切
　
2
月
1
3
日
㈱
ま
で

　
に
申
込
み
書
類
を
提
出
（
申
込
み

　
書
類
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有

　
荘
に
あ
り
ま
す
。
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘

　
〒
9
4
9
－
8
5
2
5
　
幸
町

　
佃
5
8
1
2
0
5
0

※
受
付
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

　
く
午
前
9
時
～
5
時
で
す
。

醤
H
繊
．
響
癒
灘
グ

ヒ
ー
タ
憾
爆
礫
欝
理
教
室

◆
日
　
時

2
月
5
日
㈹
　
1
0
時
～
1
2
時

◆
内
　
容

　
「
手
作
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
パ
ー

　
ト
に
タ
ッ
チ
」

　
・
パ
ー
ト
の
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ

　
・
ビ
ス
ケ
ツ
ト
ト
リ
フ

※
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
お
持
ち
帰
り
い

　
た
だ
け
ま
す
。

◆
場
　
所

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

◆
募
集
定
員
　
侶
名

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
申
込
み
締
切
　
1
月
2
5
日
囲

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
E
5
2
1
3
1
0
7

図

・曙｛樋・鮮｝通り山

翫｛上螺蟹｝上山

團

干溝
十日町市

人
香

昌
綾

、
田
口

廣
樋

｛

　　讐摺

樋口振平（67）通り山

村山勝三（89）新屋敷

桂山本シン（79）

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

◆科目・経費等

科　園 期　闘 時　闘 定　員 経　　費

建築製図科
　6カ月
（4～9月）

19＝00～21：00

週3～5回
15名

授　業　料　59，000円
テキスト代　9，500円

コンピューター科 　6カ月
（4～9月）

18＝45～21＝00

　週2回
15名

授　業　料　89，000円
テキスト代　13，000円

ワープロ科
　2カ月

（4・6・9月コース）

19＝00～21＝00

　週2回

各コース

8名

授　業　料　23，000円
テキスト代　3，500円

表計算科
　2カ月
（4・6・10月）

19＝00～21＝00

　週2回

各コース、

8名

授　業　料　23，000円
テキスト代　8，000円

経理事務科 8カ月
（4～11月）

19＝00～2ゴ＝00

　週2回
10名

授　業　料　49，000円
テキスト代　3，000円

測　量　科 3ヵ月
（5～7月）

19＝00～21＝00

　週2回
15名

授　業　料　46，000円
テキスト代　2，000円

◆申込方法

　・入校申込書（訓練校にあります。印鑑必要。申込書は郵送致します。）

　・写真1枚（白黒でよい。免許証用程度の大きさ）

◆募集締切　3月11日（月）まで　◆受付時間　午前8時30分～午後5時

◆申込み・問合せ先

　〒948－0003十日町市大字新座甲281番地1

　十日町市高等職業訓練校　B52－6925

　
　
き
　
　
き
　
　
カ
ノ
　
　
な
ノ
　
　
　
　
　
き

　
　
圏
　
田
　
圖
　
圏
　
圓
　
圏
…

田
謡
講
難
講
5
5

蓄
髄
繍
鵬
翻
融
顯

振
繍
鱗
斜
翻
斜
儲

懲
税
税
税
癬
料
金
道

納
幾
　
険
　
無
氷

の
　
　
保
保
欝

月
県
　
護
　
展
蓄

滋
ヲ
村
国
介
保
国
圭

　
　
日
　
■
　
覆
　
8
　
■
　
■

　　　　　　　　　　　　鐵

　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　簸　　　　　　　霧　　　　　難　　　騰　　羅灘懸
一31件

　　O人

二41人

430日

●交通事故件数

●死　　　　者

●傷　　　　者

●死亡事故ゼロ

平成／4年／月10日広報なかさと11



文部科学省所管の財団法人国際青少年研修協会では、『第26回

記念ちびっこ探険学校ヨロン島』の参加者を全国より募集して

います。この事業は、沖縄に近い南の島、ヨロン島の青い海と

美しい自然の中でイ中間と助け合う楽しさを知り、在日外国人小

学生と活動・生活を共にすることで言語や習慣を越えて友情を

深め、国際感覚を身に付ける第一歩とします。主な活動は、イ

カダ作り・イカダこぎ・釣り・ハーレー船大会など世界でも有

数の透明度をもつ青い海での活動、サトウキビしぼり・サンゴ

でクラフトなど南の島独特の文化を体験する活動、その他洞窟

体験・洞窟で一泊する特別サバイバルコースなど。

◆期　　間　3月27日～4月3日（7泊8日）

◆場　所鹿児島県大島郡与論町

◆定　　員　日本人小学生　400名

　　　　外国人小学生　100名、
◆参加条件

①小学生3～6年生（平成14年2月末日現在）

②健康であること

③規律を守り協調性を大切にするもの。

◆参加費　11万4千円（※新潟発の場合）

◆申込締切　3月7日休）

※ただし、定員になり次第締め切ります。

◆資料請求・申込み・問合せ先

〒160－0004東京都新宿区四谷2－11

大村ビル3F　財団法人国際青少年研修協会

盈03－3359－8421

1／13 川西診療所署ll8函2蹄

＝　1／14 たかき医院響箭翻
▼
層
　 1／20

陵

大熊内科医院弾箭贈

1／27 ㊦山口医院響蹄儒

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
広
報
な
か
さ
と

を
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
み
な
さ
ん
に
と
つ
て
『
雪
』

は
ど
の
よ
う
な
感
覚
を
持
っ
て
い
ま

す
か
？

除
雪
、
雪
下
ろ
し
等
、
様
々
な
苦
労

が
た
え
な
い
も
の
。
ス
キ
i
・
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
等
楽
し
い
も
の
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
環
境
で
『
雪
』

は
楽
し
い
も
の
で
あ
り
、
辛
い
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
苦
労
し
て
い
て
う
ん
ざ
り
だ
。
」

と
い
う
方
は
、
少
し
視
点
を
変
え
て

雪
を
利
用
し
た
り
、
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？

　1月15日～2月5目’

　　　　　ぐカレンター
15㈹

16㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

㊤13：45～14：00

17休）

18働
心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス

セ！ンター　013：30～16二〇〇

19（：ヒ）

20（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（；）11：00～11二40

21（月）

22㈹
遊びの教室　合総合センター
（D9：30～10二〇〇受付

23㈱

24（木）

25働

心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス
セ！ンター　（！）13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター

013二30～16：00

26（土）

27（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ー辺レ　　（1）11：00～1／：40

28（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場

015二30～16：00

29㈹

30㈱

31㈱

1囲
心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービ

スセンター　013二30～16二〇〇

2㈹

3（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ー辺レ　　（！）1／：00～11：40

4（月）

5㈹
乳幼児身体測定　合保健センター
㊤9二30～11二〇〇受付

憲

●人ロ

●世帯数

12月末現在（）は前月比

男3，222人（一1）

女3，252人（十4）

計6，474人（十3）

　1，710　（十5）
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